
資料２－１

令和３年度の減災に係る取組結果の報告



国土交通省の取組状況
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洪水氾濫を未然に防ぐ対策

■流下能力対策（堆積土の掘削や樹木の伐採）

計画：2.65km

水系 年度 実施状況

吉
井
川
水
系

R2年度
まで

2.00km （累計75%）

R3年度 0.65km （累計100%)

(R4.3.31予定)
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見直しにより対策不要となった区間を含む

計画：2.61km

水系 年度 実施状況

旭
川
水
系

R2年度
まで

0.50km （累計19%）

R3年度 0.00km （累計19%）

(R4.3.31予定)

見直しにより対策不要となった区間を含む

施工前 施工後 施工前 施工後

水系 年度 実施状況

高
梁
川
水
系

R2年度
まで

9.64km （累計82%）

R3年度 1.81km （累計97%)

計画：11.78km (R4.3.31予定)

見直しにより対策不要となった区間を含む

対策箇所
・堤防高が低い等、当面の目標に対して流下能力が不足している箇所

（上下流バランスを確保しながら実施）

旭川水系 高梁川水系

岡山河川事務所



洪水氾濫を未然に防ぐ対策

■パイピング対策

計画：2.98km

水系 年度 実施状況

旭
川
水
系

R2年度
まで

2.93km （累計98%）

R3年度 0.00km （累計98%）

(R4.3.31予定)
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見直しにより対策不要となった区間を含む

■浸透対策

水系 年度 実施状況

高
梁
川
水
系

R2年度
まで

2.33km （累計86%)

R3年度 0.15km （累計94%)

計画：2.63km (R4.3.31予定)

＜対策イメージ＞

見直しにより対策不要となった区間を含む

対策箇所

・過去の漏水実績箇所等、浸透により堤防が
崩壊する恐れのある箇所

・旧河道跡等、パイピングにより堤防が崩壊す
る恐れのある箇所

対策箇所

・過去の漏水実績箇所等、浸透により堤防が
崩壊する恐れのある箇所

岡山河川事務所



危機管理型ハード対策

■天端の保護

計画：2.60km（完）

水系 年度 実施状況

吉
井
川
水
系

H28年度
まで

2.60km （累計100%）
【対策完了】

(H31.3.31現在)
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見直しにより対策不要となった区間を含む

計画：1.23km（完）

水系 年度 実施状況

旭
川
水
系

H28年度
まで

1.23km （累計100%）
【対策完了】

(H31.3.31現在)

見直しにより対策不要となった区間を含む

計画：0.69km（完） (H31.3.31現在)

見直しにより対策不要となった区間を含む

堤防天端をアスファルト等で保護し、堤防への雨水の
浸透を抑制するとともに、越水した場合には法肩部の
崩壊の進行を遅らせることにより、決壊までの時間を
少しでも延ばす

吉井川水系 高梁川水系

施工前 施工後

堤防天端をアス
ファルトで保護

施工前 施工後

堤防天端をアス
ファルトで保護

水系 年度 実施状況

高
梁
川
水
系

H28年度
まで

0.69km （累計100%）
【対策完了】

岡山河川事務所



洪水氾濫を未然に防ぐ対策、危機管理型ハード対策

■まとめ
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吉井川水系 旭川水系 高梁川水系

流下能力対策
2.65km／

2.65km(100%)

0.50km／
2.61km(19%)

11.45km／
11.78km(97%)

パイピング対策
－

（該当なし）
2.93km／

2.98km(98%)

－
（該当なし）

浸透対策
－

（該当なし）
－

（該当なし）
2.48km／

2.63km(94%)

堤防天端の保護
2.60km／

2.60km(100%)

1.23km／
1.23km(100%)

0.69km／
0.69km(100%)

令和３年度末まで実績／全体計画（進捗率％）

岡山河川事務所



避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

■避難活動や水防活動を支援するための水防資機材等の配備

保有する水防資機材の状況を平素より管理し、必要に応じて補充するなど、緊急時における
速やかな対応を図る。令和3年度は、耐候性大型土のうを追加配備。
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岡山河川事務所



避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

■避難活動や水防活動を支援するための水防資機材等の配備
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保有する水防資機材の状況を平素より管理し、必要に応じて補充するなど、緊急時における
速やかな対応を図る。令和3年度は、耐候性大型土のうを追加配備。

備蓄水防資機材及び備蓄土一覧表 （R３.６現在）

備蓄水防資機材及び備蓄土一覧表（吉井川水系） 位置図に戻る
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住所 電話番号 連絡先窓口 郵便番号 住所 電話番号

1
岡山市升田
水防倉庫

1500 2 1 100 10 2
岡山市東区升田

420付近

岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

2 岡山市新水防倉庫 2000 10 2 1 300 20 2 1 2
岡山市東区西大寺新

14付近

岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

3 岡山東区役所 10000 8 2 1 10 10 1 10
岡山市東区西大寺南
一丁目2番4号

岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

4 岡山東消防署 1700 80
岡山市東区西大寺南
一丁目2番4号

岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

5
岡山市中野
水防倉庫

1000 10 2 1 250 20 2 1 2
岡山市東区西大寺

中野890-1付近

岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

6 瀬戸内市役所 4450 11 19
瀬戸内市邑久町尾張
300-1

瀬戸内市
危機管理課

701-4292
瀬戸内市邑久町尾張
300-1

0869-22-3904

7
岡山市上道地域セン
ター

3000 10 2 1 500 15 2 1 2
岡山市東区楢原
466番地

岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

8 土師水防倉庫 500 24 600 11
瀬戸内市長船町
土師57-2付近

瀬戸内市
危機管理課

701-4292
瀬戸内市邑久町尾張
300-1

0869-22-3904

9 美和水防倉庫 700 13 600 6
瀬戸内市長船町
飯井358-3付近

瀬戸内市
危機管理課

701-4292
瀬戸内市邑久町尾張
300-1

0869-22-3904

10 瀬戸町水防倉庫 400 150 38 12
岡山市東区瀬戸町
瀬戸73-10

岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

11 大内水防倉庫 3000 10 200 5 3
岡山市東区瀬戸町
大内1010-4付近

岡山市瀬戸支所
総務課

12 弓削水防倉庫 2000 10 200 5 3
岡山市東区瀬戸町
弓865-4付近

岡山市瀬戸支所
総務課

13 赤磐市熊山支所 100 3400 14 4 赤磐市松木623 086-995-1211
赤磐市熊山支所
市民生活課

709-0792 赤磐市松木623 086-995-1211

14 和気町水防倉庫 1600 50 100 2 489 23 12 和気町原
和気町
危機管理室

709-0495 和気郡和気町尺所555 0869-93-1123

Ａ
瀬戸内市邑久町
福中地先

瀬戸内市邑久町
福中地先

---
岡山河川事務所
西大寺出張所

704-8194
岡山市東区金岡
東町1-7-8

086-942-2497

Ｂ
瀬戸内市邑久町
福元地先

700
瀬戸内市邑久町
福元地先

---
岡山河川事務所
西大寺出張所

704-8194
岡山市東区金岡
東町1-7-8

086-942-2497

C
瀬戸内市長船町
長船地先

300
瀬戸内市長船町
天王地先

---
岡山河川事務所
西大寺出張所

704-8194
岡山市東区金岡
東町1-7-8

086-942-2497

D
瀬戸内市長船町
長船地先

400
瀬戸内市長船町
船山地先

---
岡山河川事務所
西大寺出張所

704-8194
岡山市東区金岡
東町1-7-8

086-942-2497

E 赤磐市千躰地先 900 赤磐市千躰地先 ---
岡山河川事務所
坂根出張所

709-0451 和気郡和気町和気 0869-93-0138

F 赤磐市釣井地先 1500 200 赤磐市釣井地先 ---
岡山河川事務所
坂根出張所

709-0451 和気郡和気町和気 0869-93-0138

G 和気町原地先 1700 和気町原地先 ---
岡山河川事務所
坂根出張所

709-0451 和気郡和気町和気 0869-93-0138

H 和気町田原下地先 0 和気町田原下地先 ---
岡山河川事務所
坂根出張所

705-0016
備前市坂根
字土井502-3

0869-66-7631

Ｉ 金剛川水防公園 5000 150 330 和気町尺所地先 ---
岡山河川事務所
坂根出張所

705-0016
備前市坂根
字土井502-3

0869-66-7631

ａ 乙子水門 216 岡山市東区乙子地先
岡山河川事務所
西大寺出張所

704-8194
岡山市東区金岡
東町1-7-8

086-942-2497

ｂ 乙子排水機場 52 216 岡山市東区乙子地先
岡山河川事務所
西大寺出張所

704-8194
岡山市東区金岡
東町1-7-8

086-942-2497

c 永江川ポンプ場地点 300 岡山市東区乙子地先 ---
岡山河川事務所
西大寺出張所

704-8194
岡山市東区金岡
東町1-7-8

086-942-2497

d 西大寺大橋上地点 216
岡山市東区金岡東町
1-16-17

---
岡山河川事務所
西大寺出張所

704-8194
岡山市東区金岡
東町1-7-8

086-942-2497

e 西大寺出張所 7 153 8 132 3200 1,750 60 23 1 0 400
岡山市東区金岡東町

1-7-8
086-942-2497

岡山河川事務所
西大寺出張所

704-8194
岡山市東区金岡
東町1-7-8

086-942-2497

f 邑久町福中地点
土砂15

砕石10 216 100
瀬戸内市邑久町
福中地先

---
岡山河川事務所
西大寺出張所

704-8194
岡山市東区金岡
東町1-7-8

086-942-2497

g 百枝月地点 216 岡山市東区百枝月地先 ---
岡山河川事務所
西大寺出張所

704-8194
岡山市東区金岡
東町1-7-8

086-942-2497

h 干田川排水機場 0
瀬戸内市邑久町
福中地先

岡山河川事務所
西大寺出張所

704-8194
岡山市東区金岡
東町1-7-8

086-942-2497

i 内ヶ原地点 216 岡山市東区内ヶ原地先 ---
岡山河川事務所
西大寺出張所

704-8194
岡山市東区金岡
東町1-7-8

086-942-2497

j 御休地点 216 岡山市東区吉井地先 ---
岡山河川事務所
西大寺出張所

704-8194
岡山市東区金岡
東町1-7-8

086-942-2497

k 一日市水防倉庫

ｐｐﾛｰﾌﾟ

300m　7

巻

土嚢用

杭40本 2 岡山市東区吉井地先 ---
岡山河川事務所
西大寺出張所

704-8194
岡山市東区金岡
東町1-7-8

086-942-2497

l 長船水防倉庫 390 170 17 5

PPﾛｰﾌﾟ５

㎜

（50m）

10mm

瀬戸内市長船町
長船地先

---
岡山河川事務所
西大寺出張所

704-8194
岡山市東区金岡
東町1-7-8

086-942-2497

m 長船町長船地点 220
瀬戸内市長船町
長船1133-2

---
岡山河川事務所
西大寺出張所

704-8194
岡山市東区金岡
東町1-7-8

086-942-2497

n 坂根分室
200m巻

10巻
40 4 1

備前市坂根
字土井502-3

0869-66-7631
岡山河川事務所
坂根出張所

705-0016
備前市坂根
字土井502-3

0869-66-7631

o 赤磐市勢力地点 52 170 赤磐市勢力地先 ---
岡山河川事務所
坂根出張所

705-0016
備前市坂根
字土井502-3

0869-66-7631

p 赤磐市奥吉原地点 200 赤磐市奥吉原地先 ---
岡山河川事務所
坂根出張所

705-0016
備前市坂根
字土井502-3

0869-66-7631

q 吉井川水防倉庫 400 5,200 100
500

ｍ
3 6

和気郡和気町
和気字下821-2

---
岡山河川事務所
坂根出張所

705-0016
備前市坂根
字土井502-3

0869-66-7631

r 吉井川河川公園 0 200 和気町田原地先 ---
岡山河川事務所
坂根出張所

705-0016
備前市坂根
字土井502-3

0869-66-7631

s 和気町田原上地点 27 170
和気郡和気町
田原上地先

---
岡山河川事務所
坂根出張所

705-0016
備前市坂根
字土井502-3

0869-66-7631

番号 保管場所

保管資材 保管場所 管理者

備蓄水防資機材及び備蓄土一覧表（高梁川水系） 位置図に戻る
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住所
電話
番号

連絡先
窓口

郵便
番号

住所
電話
番号

1 倉敷市児島支所 28400 30 71 100 53 4 倉敷市児島小川町 3681-3 086-473-1111
倉敷市
児島支所総務課

711-8565 倉敷市児島小川町 3681-3 086-473-1111

2 児島消防署 1,400 6,500 20 8 100 23 90 105 12 倉敷市児島小川1-1-17 086-473-1190
倉敷市
児島消防署

711-0911 倉敷市児島小川1-1-17 086-473-1190

3 児島消防署臨港分署 740 5,800 4 4 10 38 7 倉敷市児島塩生2767-14 086-475-0119
倉敷市
児島消防署臨港分署

711-0934 倉敷市児島塩生2961 086-475-0119

4 倉敷市水島支所 9,300 15,590 11 90 76 11 倉敷市水島北幸町 1-1
倉敷市
水島支所総務課

712-8062 倉敷市水島北幸町 1-1 086-446-1111

5 水島消防署 1,200 19,350 8 13 1,000 50 125 91 32 倉敷市水島北幸町4-1 086-444-1190
倉敷市
水島消防署

712-8062 倉敷市水島北幸町4-1 086-444-1190

6 倉敷市玉島支所 6,100 16,800 10 43 17 倉敷市玉島阿賀崎 1-1-1
倉敷市
玉島支所総務課

713-8121 倉敷市玉島阿賀崎 1-1-1 086-522-8111

7 玉島消防署 400 5,100 139 10 8 6 110 91 55 30 倉敷市玉島八島856-1 086-522-3515
倉敷市
玉島消防署

713-8113 倉敷市玉島八島856-1 086-522-3515

8 玉島水防倉庫 2780 320 210 320 3 7 倉敷市玉島乙島6358-1地先
岡山県
備中県民局

710-8530 倉敷市羽島1083 086-434-7062

9 倉敷市黒石倉庫 69300 50 650 59 10 倉敷市黒石2-2地先
岡山県
備中県民局

710-8530 倉敷市羽島1083 086-434-7062

10 粒浦倉庫 300 28000 19 450 91 24 倉敷市東粒浦11-1
倉敷市
防災危機管理室

710-8565 倉敷市西中新田６４０ 086-426-3645

11 倉敷市茶屋町支所 400 8000 12 50 10 2 倉敷市茶屋町2087 086-428-0001 倉敷市茶屋町支所 710-1101 倉敷市茶屋町2087 086-428-0001

12 倉敷市船穂支所 527 11820 10 100 22 7 倉敷市船穂町船穂2864
倉敷市
船穂支所

710-0263 倉敷市船穂町船穂2897-2 086-552-5100

13 倉敷消防署 2000 14050 44 35 11 20 21 68 22 倉敷市白楽町162-5 086-422-0119
倉敷市
倉敷消防署

710-0824 倉敷市白楽町162-5 086-422-0119

14 総社市清音出張所 4,000 ロープ(100m) 1 3 総社市清音軽部1135番地

総社市
危機管理室

719-1192 総社市中央1-1-1 0866-92-8599

15 倉敷市庄支所 450 5200 2 5 30 5 7 倉敷市上東 756 086-462-1212
倉敷市
庄支所

701-0111 倉敷市上東 756 086-462-1212

16 総社水防倉庫 30 10000
ロープ

(200m) 32 200 15 75 4 総社市中央1－13－111
総社市
危機管理室

719-1192 総社市中央1-1-1 0866-92-8599

17 総社市総社 10000 48 90 950 60 14 8 総社市真壁1609－1
岡山県
備中県民局

710-8530 倉敷市羽島1083 086-434-7062

18 泰水防倉庫 700 66 2,100 16 4 総社市秦350
総社市
危機管理室

719-1192 総社市中央1-1-1 0866-92-8599

19 阿曽水防倉庫 800
ロープ

(200m) 5 1 総社市西阿曽1234－5
総社市
危機管理室

719-1192 総社市中央1-1-1 0866-92-8599

20 昭和水防倉庫 1,300
ロープ

(100m) 1,300 7 4 総社市美袋120－1
総社市
危機管理室

719-1192 総社市中央1-1-1 0866-92-8599

21 野宮水防倉庫 200 4 1 倉敷市真備町川辺字野宮1542番1地先
倉敷市
真備支所

７１０－１３０１ 倉敷市真備町箭田1141-1 0866-698-1111

22 旧庁舎水防倉庫 9400 10 480 31 19 倉敷市真備町箭田1183-3
倉敷市
真備支所

７１０－１３０１ 倉敷市真備町箭田1141-1 0866-698-1111

23 矢掛町矢掛 25000 15 550 13 7 小田郡矢掛町矢掛9－1
岡山県井笠支局維持
管理課

714-8502 笠岡市六番町2－5 0865-69-1634

24 西坂倉庫 5550 34000 1 510 2 倉敷市西坂1919-4地先
倉敷市
耕地水路課

710-8565 倉敷市西中新田640 086-426-3441

A 玉島乙島地点 700 倉敷市玉島乙島地先 ---
岡山河川事務所
高梁出張所

710-0806 倉敷市西阿知町西原793 086-465-1763

B 玉島乙島地点 1,300 196 倉敷市玉島乙島地先 ---
岡山河川事務所
高梁出張所

710-0806 倉敷市西阿知町西原793 086-465-1763

C 船穂町水江地点 7,200 202 倉敷市船穂町水江地先 ---
岡山河川事務所
高梁出張所

710-0806 倉敷市西阿知町西原793 086-465-1763

D 真備町有井地点 1,300 490 倉敷市真備町有井地先 ---
岡山河川事務所
高梁出張所

710-0806 倉敷市西阿知町西原793 086-465-1763

ａ 鶴新田地点 倉敷市連島町鶴新田地先 ---
岡山河川事務所
高梁出張所

710-0806 倉敷市西阿知町西原793 086-465-1763

ｂ 高梁川出張所 248 410 倉敷市西阿知町西原793 ---
岡山河川事務所
高梁出張所

710-0806 倉敷市西阿知町西原793 086-465-1763

ｃ 酒津右岸資材置場 100 1,812 496 100 倉敷市酒津地先 ---
岡山河川事務所
高梁出張所

710-0806 倉敷市西阿知町西原793 086-465-1763

d 軽部ポンプ場 9 2
100m

6巻
300 15 3 総社市清音軽部地先 0866-93-8292

岡山河川事務所
高梁出張所

710-0806 倉敷市西阿知町西原793 086-465-1763

ｅ 総社市井尻野地点 160 総社市井尻野地先 ---
岡山河川事務所
高梁出張所

710-0806 倉敷市西阿知町西原793 086-465-1763

ｆ 総社市秦地点 50 総社市秦地先 ---
岡山河川事務所
高梁出張所

710-0806 倉敷市西阿知町西原793 086-465-1763

ｇ 真備町川辺地点 110 倉敷市真備町川辺地先 ---
岡山河川事務所
高梁出張所

710-0806 倉敷市西阿知町西原793 086-465-1763

ｈ 二万谷排水機場 200 倉敷市真備町二万地先 ---
岡山河川事務所
高梁出張所

710-0806 倉敷市西阿知町西原793 086-465-1763

ｉ 真備町井ノ口地点 500 倉敷市真備町井ノ口地先 ---
岡山河川事務所
高梁出張所

710-0806 倉敷市西阿知町西原793 086-465-1763

番号 保管場所

保管資材 保管場所 管理者

備蓄水防資機材及び備蓄土一覧表（旭川水系） 位置図に戻る
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住所 電話番号 連絡先窓口 郵便番号 住所 電話番号

1 福島水防倉庫 400 2 1 30 5 2 岡山市南区福島４丁目地先
岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

2 岡山南消防署 1,500 岡山市南区南輝2-2-5 086-262-0119
岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

3 今水防倉庫 10,000 20 10 2 50 70 80 10 岡山市北区今7丁目16番18号 086-243-5940
岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

4 岡山北消防署 2,000 10 岡山市北区東古松1-1-34 086-226-1119
岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

5 清輝橋水防倉庫 300 2 1 20 2 岡山市北区清輝本町地先
岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

6 岡山中消防署 1,600 10 岡山市中区今在家地先 086-275-1119
岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

7 竹田水防倉庫 500 2 1 20 5 2 岡山市中区竹田地先
岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

8 中島水防倉庫 400 2 1 10 10 2 岡山市中区中島地先
岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

9 番町分署 600 岡山市北区番町2-1-1 086-224-9119
岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

10 下原水防倉庫 600 2 1 5 2 40 岡山市北区中原地先
岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

11 沖元水防倉庫 200 2 1 0 10 2 岡山市中区桑野地先
岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

12 海吉水防倉庫 400 2 1 20 5 2 岡山市中区海吉地先
岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

13 竜操出張所 2,200 岡山市中区兼基104-1 086-278-5119
岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

14 新原尾島水防倉庫 400 2 1 30 5 2 岡山市中区原尾島1丁目地先
岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

15 穝水防倉庫 200 2 1 10 2 岡山市中区さい東町1丁目地先
岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

16 今在家水防倉庫 岡山市中区今在家地先
岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

Ａ 福島地先 1,900 40 200 岡山市南区福島1丁目地先
岡山河川事務所
旭川出張所

703-8244 岡山市中区藤原西町2-3-30 086-272-0125

Ｂ 平井地先 500 42 100 岡山市中区平井6丁目地先
岡山河川事務所
旭川出張所

703-8244 岡山市中区藤原西町2-3-30 086-272-0125

Ｃ 竹田地先 1,000 200 岡山市中区竹田地先
岡山河川事務所
旭川出張所

703-8244 岡山市中区藤原西町2-3-30 086-272-0125

Ｄ 下ノ原地先 18,600 岡山市北区中原地先
岡山河川事務所
旭川出張所

703-8244 岡山市中区藤原西町2-3-30 086-272-0125

Ｅ 中原地先 2,150 岡山市北区中原地先
岡山河川事務所
旭川出張所

703-8244 岡山市中区藤原西町2-3-30 086-272-0125

ａ 岡山市江並地点 19 200 岡山市中区江並地先
岡山河川事務所
旭川出張所

703-8244 岡山市中区藤原西町2-3-30 086-272-0125

ｂ 浜野地先 40 岡山市中区浜野地先
岡山河川事務所
旭川出張所

703-8244 岡山市中区藤原西町2-3-30 086-272-0125

ｃ 岡山市七日市地点 8 岡山市北区七日市東町地先
岡山河川事務所
旭川出張所

703-8244 岡山市中区藤原西町2-3-30 086-272-0125

ｄ 岡山市東中島地点 800 岡山市中区東中島町地先
岡山河川事務所
旭川出張所

703-8244 岡山市中区藤原西町2-3-30 086-272-0125

ｅ 岡山市西中島地点 600 岡山市中区西中島町地先
岡山河川事務所
旭川出張所

703-8244 岡山市中区藤原西町2-3-30 086-272-0125

ｆ 小橋地先 740 282 420 岡山市中区小橋町１丁目地先
岡山河川事務所
旭川出張所

703-8244 岡山市中区藤原西町2-3-30 086-272-0125

g 岡山市今在家地点 300 240 1,220 200 11,500 1,700
100m
8巻

100m
11巻

100 18 3 1,260 113 岡山市中区今在家地先
岡山河川事務所
旭川出張所

703-8244 岡山市中区藤原西町2-3-30 086-272-0125

h 百間川出張所 120 4,600 5 312 岡山市中区沖元地先 086-277-7469
岡山河川事務所
百間川出張所

702-8001 岡山市中区沖元地先 086-277-7469

i 米田格納庫 100 150 岡山市中区米田地先
岡山河川事務所
百間川出張所

702-8001 岡山市中区沖元地先 086-277-7469

番号 保管場所

保管資材 保管場所 管理者

岡山河川事務所



苫田ダム位置図

津山地点

ダム再生の推進（操作規則の再検討、治水機能の増強の検討）

津山地点（津山市昭和町今井橋付近）における水位低減効果

○ 令和3年8月13日から8月15日にかけて、前線の影響により岡山県全域で降雨となり、苫田ダム上流域において、令和3年8月12日23
時から8月15日5時の累加雨量（流域平均）が304mmとなり、ダムへの最大流入量は毎秒約372m3（平成17年の管理開始以降で歴代第
７位）を記録。

○ 今回の防災操作において、最大で約255万m3の水を貯留し、下流の河川へ流す水量を最大で毎秒約150m3低減。
○ ダム下流の津山地点（岡山県津山市昭和町）では約34cmの水位を低減させる効果があったものと推定。

※数値は速報値であり、今後変わることがあります。

8月13日

苫田ダムにおける貯留効果

苫田ダム 最大流入量時で毎秒約150㎥の水をダムに貯留

最大流入量
毎秒約372㎥

最高貯水位（15日5時20分）
ＥＬ 211.39m

貯水位が1.29m上昇
（防災操作による総貯留量は約255万㎥）

雨の降り始め時の水位
ＥＬ 210.10m

最大流入量時の放流量
毎秒約223㎥

平常時（洪水前）

平常貯水位 EL 210.10m

最高貯水位 EL 211.39m 最高貯水位 EL 211.39m

苫田ダム貯水池の状況

累計雨量：304mm

15日

洪水後（15日6:00 現在）

14日
速報

水位低下 約34cm

ダムがなかった場合の水位

実際の水位

■苫田ダムの防災操作による治水効果 （令和3年8月13日～8月15日） ～吉井川津山地点の水位を約34cm低下～

8

苫田ダム管理所



情報の伝達・発信（水害リスクラインによる危険度の提供）

○令和元年９月より「水害リスクライン」による水位情報を提供し、災害の切迫感を分かりやすく伝える取
組を行っています。

○「水害リスクライン」は、河川水位と堤防高を約２００ｍ単位で評価して、河川水位が上昇したときの越
水の危険度を色別で表現します。自治体向けに提供している情報では、国管理区間のリスクライン情
報のほか、国の水位観測所の6時間先までの水位予測も確認できます。

○水位観測所毎の水位情報に比べ地先単位の川の危険度が明確となるので、自治体の水防活動への
活用や住民が迫り来る洪水の危険を自分のこととして認識し、早期避難行動につながることを期待し
ています。

※計算値により危険度を評価していることから、「水害リスクライン」が示す河川の
状況は、実際の状況と異なる場合があります。

浸水想定区域図

※破堤地点毎の浸水想定区域等が
確認できます。

カメラ画像
（ポップアップ）

●●●

観測所水位
（ポップアップ）

■水害リスクライン表示イメージ

左右岸別、上下流連続的に
地先ごとの危険度を表示

水系名 河川 観測所名 観測所数

津瀬

河田原

御休

津山

周匝

九蟠

原

金剛川 尺所

吉野川 湯郷

加茂川 高野

牧山

下牧

三野

相生橋

沖田

沖元

原尾島橋

砂川 瀬戸

宇甘川 金川

日羽

高梁

酒津

船穂

乙島

井原

矢掛

東三成

矢形橋

高梁川

小田川

吉井川

10

9

9

吉井川水系

旭川水系 旭川

百間川

高梁川

予測水位経過水位

現況水位

■水位予測を行っている観測所（自治体向け提供）

岡山河川事務所
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情報の伝達・発信（川の防災情報を利用した出水情報の提供）

○令和３年３月にリニューアルした「川の防災情報」では、河川の水位や降雨の状況、河川カメラ画像な
ど「現在の川 の状況」や国土交通省・県・発電事業者等が管理するダムの貯水位・流入・放流の状況
などの情報を提供しています。

○また、洪水予報、水防警報、ダム放流通知などの河川に関する防災情報も表示されます。

地方別の河川の危険度
の情報を表示

【令和3年8月14日の前線による降雨と増水の状況】

GIS画面（拡大表示可能）で水位が
上昇した河川の区間や観測所を着
色表示

レーダーによる降雨状況を表示

危険度が高まった水位
観測所を表示

カメラのアイコンをクリッ
クすると選択した地点のリア
ルタイムのカメラ画像（静止
画）を確認することができます。

■河川の水位、レーダー雨量

■河川カメラ画像

■ダム情報

岡山河川事務所

10



防災教育や防災知識の普及

11

 和気町開催の「河川の防災」をテーマにした防災教室に岡山河川事務所職員が講師として参加
河川防災についての知識を深め災害時に備えることを目的として、洪水等の災害時に身を守
るための行動を「マイ・タイムライン」の作成を通して学習

■開催場所：和気町中央公民館 大集会室（午前の部）
第一会議室（午後の部）

■開催日時：令和３年８月７日（土） １０：００～１２：００

（午前の部）和気町子ども塾親子防災教室

■開催日時：令和３年８月７日（土） １３：００～１５：００

（午後の部）公民館講座「わこがく」防災教室

◇受講を終えての子どもたちの感想
Q.どんなことが楽しかったですか？
・マイタイムラインを作ったり、動画を観たりしたこと
・クイズ ・マイタイムラインを作ること ・シールを頑張って貼りました
・河川の防災や氾濫が発生するまで知れた など

Q.どんなことが勉強になりましたか？
・自分の家がどのくらい浸水するや避難のしかたが分かった
・備えを考えるようにしたい ・低いところは水が溜まりやすい
・水害が起きたときの順番 ・逃げなきゃコール ・逃げるときの準備
・避難をする前の行動が何をすればいいか分かった など

マイ・タイムライン検討ツール
「逃げキッド」

防災カードゲーム

▲参加の親子にマイ・タイムラインについて説明している様子

▲講習会の様子

■住民一人一人の避難計画（マイ・タイムライン）の普及

岡山河川事務所



防災教育や防災知識の普及

■小学生を対象とした防災教育の実施

校外学習で岡山河川事務所に来た小学５年生に岡山河川事務所の職員が、川の防災に関する説明を行いました。

職員から、岡山河川事務所の仕事の紹介や、治水対策の考え方について説明しました。また、「逃げキッド」を用いて、小

学生自らに、災害時の避難行動計画を考えるマイ・タイムラインの作成に取り組んでもらいました。

小学生からは「洪水を防ぐために堤防を造る以外にも色々な対策があることがわかった」「マイ・タイムラインを考えるこ

とで災害時にも慌てず行動できるようにしたい」「家族とも災害時の避難計画について話し合いたい」といった意見が

あり、川の防災に関する理解が深まったようです。

▲小学生にマイ・タイムライン作成に取り組んでもらっている様子 ▲小学生から届いたお礼状

12

岡山河川事務所



より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化

■地域の建設業者による水防支援体制の検討・構築

13

令和３年度 災害応急対策活動等（測量・設計） 令和３年度 災害応急対策活動等（写真撮影） 令和３年度 河川等災害応急対策活動等基本協定

令和３年度 災害応急対策活動等
（排水ポンプ車・照明車の運送及び運転操作業務）

岡山河川事務所

地域住民の生命と財産を守るため｢災害時の応急対策に関する協定｣を締結し、災害時の迅速な活動体制を確保する。

令和３年５月１６日　～　令和４年５月１５日

会　社　名 備　考

(株)小田組 軽部基地排水ポンプ車

(株)シンケン
軽部基地排水ポンプ車、
軽部基地照明車

栄光テクノ(株) 長船基地排水ポンプ車

蜂谷工業(株) 米田基地照明車

(株)奥野組 今在家基地排水ポンプ車

三宅建設(株)
軽部基地排水ポンプ車、
軽部基地照明車

(株)荒木組 米田基地照明車

(株)笹山工業
今在家基地排水ポンプ車、
米田基地照明車

(株)三幸工務店 米田基地照明車



より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化

■地域の建設業者による水防支援体制の検討・構築

14

令和3年度の災害応急対策活動については、令和3年8月14日出水によりドローンによる撮影を3件、
排水ポンプ車の運転対応を1件行った。

実施状況（令和３年８月１４日～１５日）

百間川分派状況撮影（8月14日撮影）

高梁川合流点状況撮影（8月14日撮影）

旭
川

小
田
川

高
梁
川

百
間
川

吉井川合流点状況撮影（8月15日撮影）

金
剛
川

吉
井
川

排水ポンプ車運転状況（赤磐市）

実施状況（令和３年８月１５日）

岡山河川事務所



より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化

■排水機場・樋門・水門等の情報共有（連絡体制など）を行い、大規模水害を想定した排水
計画を検討及び訓練の実施

15

高梁川照明車訓練（令和３年）

災害対策機械訓練状況（旭川水系訓練８月１０日、高梁川水系訓練８月６日、吉井川水系訓練８月６日）

旭川照明車訓練（令和３年）

旭川排水ポンプ車訓練（令和３年）

吉井川照明車訓練（令和３年）

吉井川排水ポンプ車訓練（令和３年）

高梁川排水ポンプ車訓練（令和３年）

岡山河川事務所

｢災害時の応急対策に関する協定｣の締結協力事業者を対象に災害対策機械の操作訓練を実施し、操作の習熟度向上を図る。



多機関連携型タイムラインの確実な運用及び有効活用

 岡山三川多機関連携型タイムラインは、令和3年度出水期において４回運用し、
メーリングリストやポータルサイトを活用した情報共有を実施。

 出水対応におけるスムーズな連携や、令和3年度の出水対応を踏まえたタイムライン
の改善に向けて、タイムライン検討会を3回、読合せ訓練1回実施。

タイムラインの運用状況 水害タイムライン検討会等の実施状況

運用時期 要因 ﾀｲﾑﾗｲﾝﾚﾍﾞﾙ

５月２０日～ 前線性降雨 レベル1

７月２日～ 前線性降雨 レベル0-2

８月５日～
台風第9号、
前線性降雨

レベル2
（旭川：レベル4）

９月１５日～ 台風第14号 レベル1

タイムライン発動時におけるポータルサイトマルチ画面の様子（R3.8.14）

検討会・訓練 実施内容

出水期に向けた
検討会（R3.7.2）

 構成機関の顔合わせ
 実対応を想定した情報伝達方法の確認

読合せ訓練
（R3.9.10）

 タイムライン運用方法の確認
 重要防災行動項目の確認

振返り検討会
（R4.1.25）

 令和3年度の出水期を振返り
 タイムライン運用上の課題や改善策に関する

意見交換

改善検討会
（R4.1.25）

 令和3年度の出水の課題と改善の方向性
 タイムラインの改善（意見交換）

検討会・訓練は、コロナ禍を踏まえWeb会議で開催し、防災行動共有システムを
活用した読合せや、リアルタイムアンケートを活用した意見交換を実施

振返り検討会の様子
（ﾘｱﾙﾀｲﾑｱﾝｹｰﾄを活用）

読合せ訓練の様子
（防災行動共有ｼｽﾃﾑを活用）

改善検討会の様子
（改善案について意見交換）

岡山河川事務所
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行動内容毎タイムライン作成試行のイメージ

 Ｌアラート情報の表示による

入力の簡素化（新規）

① 意思決定、危機感の

共有方法の改善

改善の方向性

 オンライン会議等の試行（新規）

 情報共有項目と自機関行動確

認項目の差別化（今後検討）

 各機関の防災計画等をタイム

ラインへ反映（継続）

 各機関タイムラインの作成支援

（新規）

 行動内容毎タイムライン作成

試行（新規）

令和3年度運用の課題

① ﾀｲﾑﾗｲﾝ運用方法が
不明瞭になっている

② 運用時に使いづらい
ﾀｲﾑﾗｲﾝになっている

③ 運用時の連携が
おろそかになっている

② 各機関の防災計画等と

ﾀｲﾑﾗｲﾝの整合

③ 運用時の情報共有の

改善

 タイムラインでの防災行動が
一部部署となっているため、
組織全体として使いづらい

 タイムライン発動と共有の
目的が理解できていない

 防災計画等とタイムラインの
整合が取れていない

 余力がない、作業が重複する
などにより、タイムラインよる
情報共有が行えない

水害タイムライン防災行動共有システム

令和3年度岡山三川水害タイムライン改善検討会概要

Lアラート情報による入力簡素化のイメージ

Lアラートから取得可能な防災行動
項目の実施状況を取得、自動的に
登録することにより、入力作業の
簡素化を図る。
（現在は全て手入力による登録）

オンライン会議等の試行イメージ

行動項目に対する防災行動項目を
各レベルごとに関連付けて横並びに
記載することにより、行動の開始・
終了時期を分かりやすくする。

タイムライン立ち上げにあわせて
オンラインミーティング・チャット等
で防災情報の情報共有

岡山河川事務所
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参考：多機関連携型タイムラインの改善イメージ

完了（Lアラート）

発

発

タイムラインレベル0から5まで一連で行動項目の内容
が把握しやすくなる「総括表」形式の整理

座長・アドバイザー流域自治体

オンライン情報共有イメージ（試行）

確認・助言

タイムライン立ち上げにあわせて
オンラインミーティング・チャット
等で防災情報の情報共有

問い合わせ 情報共有

事務局

Lアラート情報取得による
入力省力化イメージ

防災行動共有システムにおいてLアラートで
取得可能な防災行動は自動で登録し共有

各機関版タイムラインの作成イメージ

各機関版
タイムライン（新規）

吉井川・高梁川・旭川
水害タイムライン

各機関が行う防災対応全般多機関が係る防災対応が中心

多機関連携の強化 各機関内連携の強化

台風や大雨に対する危機感を共有、
出水対応に向けた防災対応・日程感の意思統一・意思疎通

整合

行動内容毎タイムライン
作成試行のイメージ

各機関が行う防災対応全般を整理した各機関版タイムライン
を作成することで、使いやすいタイムラインへ

岡山河川事務所
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多機関連携型タイムラインの今後の予定

 岡山三川多機関連携型タイムラインは、今後も運用・振返り・改善（PDCAサイクル）を
繰り返し、被害の軽減、逃げ遅れゼロに向けたスパイラルアップを図る。

タイムライン
作成・確認

P

タイムライン
運用

Ｄ

出水対応の
振り返り

C

タイムラインの
改善

Ａ

令和4年度の出水期前に
検討会を開催予定

出水期に向けた意思統一

タイムラインの改善内容、運用方
法を確認し、出水期に向けた意
思統一を図る。

出水意思統一検討会、読合せ訓練

振り返り・教訓の抽出

タイムラインの運用状況やアン
ケート結果から、出水対応の教
訓やタイムラインの改善点を洗
い出す。

振返り検討会

タイムラインを改善の改善の方
向性について確認し、次期出
水期に備える。

改善検討会

改 善

タイムラインの実運用

タイムライン発動・レベル移行、関
係機関間の情報共有により、タイ
ムラインを運用する

ポータルサイトによる情報収集
防災行動共有による情報共有
オンライン会議等の試行

岡山河川事務所
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岡山県の取組状況

20



流下能力対策（堆積土の掘削や樹木の伐採）

21

■河川の流水を阻害する堆積土や繁茂樹木の除去

【現状・課題】

河道内整備事業（新ふるさとの川リフレッシュ事業）

河道掘削
（堆積土砂除去）

樹木の伐採

河道内整備のイメージ

実施前（河道阻害状況）

実施後（掘削・伐採）

河道内整備の実施例

（実施前）（実施前）

（実施後）（実施後）

・平成22年度から「ふるさとの川リフレッシュ事業」で河道掘削や樹木伐採などの河道内整備を実施してきたが、依然として対策が必要な箇所が多い。

・国の５か年加速化対策等により集中的に掘削や伐採を進めているが、洪水リスクの低減が必要な箇所について、さらなる対策が必要である。

【事業の内容】

土砂堆積や樹木繁茂により流水が阻害されている箇所について、緊急性の高い箇所から河道掘削や樹木伐採の河道内整備
を行い、氾濫リスクの軽減を図る。

・

◇事業期間 ： 令和２（２０２０）年度 ～ 令和６（２０２４）年度 ［５か年］

◇事業予算 ： ３３億円（Ｒ２～Ｒ６［５か年］） 令和３年度・・・８億円



堤防天端の保護

22

■氾濫発生時の被害を軽減する対策

【現状・課題】

堤防天端の保護

堤防天端の保護イメージ 堤防天端舗装の実施例

（実施前）（実施前）

（実施後）（実施後）

・氾濫リスクが高いにもかかわらず、当面の間、上下流バランス等の観点から堤防整備に至らない区間が多くある。

・近年、頻発・激甚化する豪雨に対し、これまでの「洪水を河川内で安全に流す」施策だけで対応することの限界。

【事業の内容】
越水等が発生した場合でも決壊までの時間を少しでも引き延ばす堤防構造（いわゆる粘り強い構造）とするため、堤防
天端舗装を計画的に実施する。

・

◇事業期間 ： 令和１（２０１９）年度 ～ 令和３（２０２１）年度 ［３か年］

◇事業予算 ： 令和３年度・・・１７百万円

堤 防

H.W.L

アスファルト舗装

堤防天端をアスファルトで保護し、法肩部
の崩壊の進行を遅らせることにより、決壊
までの時間を少しでも延ばす

〇



中小河川では、一部を除き、洪水浸
水想定区域図を公表しておらず、水害
リスク情報の空白域が存在する。

中小河川の氾濫により浸水が想定さ
れる範囲について、洪水浸水想定区域
図を作成する。

想定最大規模降雨による洪水浸水想定区域図の作成・公表（岡山県管理区間）

■想定最大規模降雨による洪水浸水想定区域図の作成・公表（岡山県管理区間）

洪水浸水想定区域図を、水害リスク情報として公表することにより、住民等の水
害を「我がこと」として捉える意識の醸成が進み、洪水時における円滑かつ迅速な
避難行動が促進される。

◆ 効 果

凡 例
洪水予報河川等
その他の中小河川

洪水浸水想定区域

水害リスク情報
の空白域

◆ 現状・課題

洪水予報河川等については令和３年度までに洪水浸水想定区域図を公表しているが、その他の中小河川についても浸水被害が全国

で多数発生していることから、洪水浸水想定区域図を作成し、水害リスク情報の空白域を解消・縮小する

◆ 取組内容

凡 例
洪水予報河川等
その他の中小河川

洪水浸水想定区域
洪水浸水想定区域
(その他の中小河川）

水害リスク情報
空白域の解消

23



教員を対象とした講習会の実施、小学生を対象とした防災教育の実施
効果的な「水防災意識社会」再構築に役立つ広報や資料の作成

24

■防災パンフレット（ももたろうの防災）の改訂・配布

【目的】

本県での地震、風水害・土砂災害のリスクや、いざという時にとるべき行動、日頃からの備えなど、災

害から身を守るために知っておきたい防災の基礎知識をイラストで分かりやすく紹介。

【内容】

・令和３年５月に災害対策基本法が改正され、避難情報が変更されたことを踏まえ改定。

・一般の方向けの「本編」、子ども向けの「子どもの防災」、

高齢者や障害のある人の支援者向けの「要配慮者の防災」を作成

・データは危機管理課ＨＰで公開

【内容】

・岡山県内の全小学校（３９９校）に防災ワークシートを配布

・低・中・高学年ごとに、大雨編２種類、地震編２種類の４種類、計１２種類のワークシートを作成

・指導要領も作成し学校に配布することにより、授業等で活用しやすいように努めている。

・朝学習の時間での説明の他、学級活動や避難訓練に活用されている。

・データは危機管理課ＨＰで公開

【効果】

・地域の防災研修等での活用 ・各学校での防災教育、防災講座での活用

・県庁・県民局での配布による各世帯での防災意識向上

【効果】
・各学校での防災教育、防災講座での活用 ・家族で防災について話し合う機会として活用

【目的】

小学生向けに防災ワークシートを作成し、幼少期から防災について学校で学ぶ機会を設けるとともに、

持ち帰って家族で話し合うことにより、家庭での防災の取組を進める。
岡山県危
機管理課
のＨＰから
ダウンロー

ド可能

岡山県危
機管理課
のＨＰから
ダウンロー

ド可能

本編

低学年用

■防災ワークシートの拡充及び県内小学校への配付



災害を風化させないために河川に関するイベントや防災訓練等を実施して、
住民が河川や堤防に関心を持つ取組を積極的に行う
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■災害復旧教室の開催（砂川）

平成３０年７月豪雨で堤防が決壊し、多くの家屋が浸水被害を受けた砂川において、将来を担う地元
小学校の５、６年生を対象に災害復旧教室を開催した。

《内容》

・平成３０年７月豪雨で岡山県が受けた被害の状況や砂川の堤防決壊、その復旧について

・家庭でできる防災について

災害復旧教室 災害復旧教室 小学校の倉庫にある備蓄品



令和３年１０月３０日、今在家河川防災ステーション（岡山市中区）にて、「岡山県水防技術講習会」
を開催し、消防団員等２７名により、水防工法の演習等を行いました。

また、本講習会へは、自主防災組織の方々も参加し、水防活動への理解を深めました。

改良積み土のう工法

自主防災組織による見学

講義

ロープワーク

シート張り工法

月の輪工法

関係機関が連携し新型コロナウイルスを踏まえた（令和3年度～）実働水防訓練の実施

■実働水防訓練の実施
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市町村等の取組状況

27
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共助の仕組みの強化

■開催時期・回数
令和３年８月～１０月ごろにかけて
市内４区で各区２回ずつ（＋追加開催あり）

→計１０回開催

■参加対象者
地域の自主防災組織、町内会、民生委員・児童委員

など

■参加状況
計1,000名を超える参加申込あり

（１）説明
「個別避難計画の作成について」 （岡山市危機管理室）

（２）基調講演
「要配慮者が地域をつなぐ ～助ける側と助けられる側からの脱却～」

■講師（各回いずれか一人の講師が参加）

・香川大学 四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構（IECMS）
地域強靭化研究センター 創造工学部 防災・危機管理コース

特命准教授 磯打 千雅子 氏
・日本防災士会 岡山県支部

支部長 神田 敬三 氏

（３）取組紹介
「安心して住み続けることができる地域を目指して

～皆で支え合う地域づくり～」
■講師
・千種学区連合町内会、千種学区連合自主防災会

会長 伊永 高明 氏

（４）登壇者によるパネルディスカッション

（５）説明
「避難所開設・運営について」 （岡山市危機管理室）

地域における避難行動要支援者の個別避難計画の作成への取組を推進するため、地域の自主防災組織
や町内会、民生委員・児童委員の方々向けに、その必要性や実際に計画作成を進めている地域の取組等
に関する講演を中心とした説明会を開催している。

全体２時間３０分程度
１ 開催概要 ２ 内容

３ 当日の様子

■個別避難計画作成についての説明会の開催
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平成29年、水防法及び土砂災害防止法の一部改正により、最大浸水想定区域内及び土砂災害警戒区域内に存す
る要配慮者利用施設の管理者等に、避難確保計画の作成が義務付けられました。

今年度はワークショップ形式を採用した講習会を実施し、令和３年度末１００％に向けて更なる作成促進
を図っています。（令和３年１１月末現在提出率 ７５．２％）

ワークショップ形式の講習会開催

計画内容の明瞭化

岡山市独自の様式を作成

ワークショップ形式で
計画提出率のアップ

■避難確保計画提出率向上のた
め、岡山県が県内市町村に対
して講習見学会を案内しまし
た。

■合計10市町村が見学会へ
参加予定です。

背 景

講習会日程

11月11日ワークショップの様子

提出率の推移

回次 日程 施設数 見学会参加者（他市町村）

第1回 令和３年１１月１１日(木) 36施設 －

第2回 令和３年１２月１０日(金) 19施設 倉敷市、井原市、高梁市、新見市赤磐市、
美咲町

第3回 令和４年 １月２５日(火) 玉野市、瀬戸内市、浅口市、矢掛町

第4回 令和４年 ２月 ４日(金) 赤磐市、浅口市

要配慮者利用施設の避難計画の作成支援および訓練の促進

■要配慮者利用施設の避難確保計画作成支援について



防災行政無線の改良、防災ラジオ等の配布・スマートフォン等へのプッシュ型洪水情報等の情報発信
住民一人一人の避難計画（マイ・タイムライン）の普及促進

■防災ラジオ販売事業・つやま災害情報メール・津山市版マイタイムラインの普及促進

つやま災害情報メール

災害情報や火災情報などを配信
しています。次の登録用アドレ
ス、またはQRコードから空メ
ールを送信します。返信された
メールから登録サイトにアクセ
スして登録してください。

登録用アドレス
t-tsuyama@sg-m.jp

ＱＲコード

防災講話等において普及啓発を行っている。
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共助の仕組みの強化

■避難行動要支援者の個別避難計画策定に向けた検討グループ

■開催場所
・玉野市役所 本庁４階 第４委員会室

■概 要
・個別避難計画の作成対象者の考え方
・避難行動要支援者名簿の概要
・個別避難計画の様式
・要配慮者の想定
・優先度を踏まえた個別避難計画の策定

■開催日時
・令和3年10月5日 13時30分～

■実施機関
・玉野市・玉野市社会福祉協議会

■参加者
・危機管理課・長寿介護課・健康増進課・福祉政策課・玉野市社会福祉協議会 計８名

■策定期間
・令和３年１０月から令和５年３月末頃の予定
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避難場所等の有効性の検証や広域避難を考慮したハザードマップの作成・周知、
及びまるごとまちごとハザードマップ整備

■概要：
○ 近年、大雨や前線の影響による洪水被害が多発するなか、平成２２年３月に作成した「備前市ハザ

ードマップ」の更新を行い、住民に対し、浸水想定区域や土砂災害の危険箇所や、避難所や避難経
路を確認してもらい、災害に備える。

■実施期間：令和３年９月 ～ 令和４年３月
■実施機関：備前市

○ 地図の縮尺、最大想定浸水区域の掲載、マイタイムラインなどの避難情報ページの作成に苦慮し
たが、令和４年３月末の完成に向け、予定どおり取り組めた。

○ 住民への周知・配布が残っており、次年度においては、自主防災組織などにハザードマップを活用
しての防災訓練や避難訓練を積極的に行ってもらえるよう普及に努めていきたいと考えています。

■最新の情報を利用したハザードマップの更新
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水防災に関する説明会、出前講座を活用した講習会の開催

33

■開催場所：瀬戸内市牛窓町公民館 大講座室

■概要：
一般的な防災に関する話と、牛窓地域の特徴を考慮した（特に土砂災害や高潮、地震・津波など）

少し細かい話などを、時折ハザードマップを確認してもらいながら行いました。地域の特徴を再確認
してもらうことや、今以上に防災に関する意識を高くもってもらえるよう、内容を工夫しました。

■開催日時：令和３年１１月１７日 ９：５０～１０：５０
■実施機関：瀬戸内市

■受講者：約１００名（瀬戸内市老人クラブ連合会牛窓支部会員）

■対象地域に特化した防災教育や防災知識の普及

瀬戸内市

【出前講座で使用した資料等】



避難活動や水防活動を支援するための水防資機材等の配備
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■開催場所：赤磐市福田排水機場

■概要：
○ 台風・大雨等による浸水被害に備えて配備し

た、可搬式ポンプユニットの操作技術を習得
する。

○ ポンプユニット搬出から排水に至る一連の操
作を行う。

排水ポンプ操作訓練の様子

■開催日時：令和３年７月１９日 １０：００～１１：００
■実施訓練：令和3年度赤磐市職員排水ポンプ操作訓練

■訓練を終えての所見
○市職員が、今回の訓練を通して可搬型排水ポンプ及びその運用

について基本事項を認識することで水防活動への理解が深ま
り、水害の発生が予想される場合及び水害発生時における現
場活動への的確な対応に役立つ訓練であった。

○今後は、今回の訓練成果を活かし常に災害に対する危機感をも
って災害対応に努める。

■参加者 ： 市長以下３５名

■令和3年度赤磐市職員排水ポンプ操作訓練の実施



水防災に関する説明会、出前講座を活用した講習会の開催

■取組内容 令和３年度地域出前講座の実施（7月～11月）
●テーマ 「避難情報の変更・個別計画作成について」

真庭市

自
助

共
助

公
助

・対象者
感染症に配慮し、地域コミュニティー単位等での防災学
習、また、今年度初めて、障害者団体等へ会議での防災
講習、また、女性団体を対象にした防災学習も実施。さ
らに、ケアマネージャー会議に出席し、個別避難計画作
成補助の依頼も行った。

・波及効果
災害リスクを地域や家庭内で共有することにより、事前

の備えの促進につなげる。

【各種団体での説明会の様子】

地域防災力の向上 10月6日 JA女性部
講習会の様子

防災講習の実績
・7月18日 地域コミュニティー

・9月11日 聴覚障害団体での講習

・9月22日 支援者団体での講習

・9月24日 小学校防災学習

・10月6日 ＪＡ女性部

・11月10日 ケアマネージャー総会

発災時には公助
の力は小さい。
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■豪雨災害を防止するための市河川整備事業

36

流下能力対策（堆積土の掘削や樹木の伐採）、堤防や拡幅等の整備

【目的】
・河川内に堆積した土砂を撤去することにより、氾濫リスクの軽減を図る。・・・浚渫
・土や空石積の護岸及び河底をｺﾝｸﾘｰﾄ構造物に改修することにより、護岸の損傷、

崩壊や洗堀を防止する。・・・護岸工、護床工等

【事業の実施内容(令和３年度)】

○緊急浚渫推進事業（土砂撤去）
１１河川、１１箇所

○緊急自然災害防止対策事業（河川改修）
２５河川、３４箇所

〇単市河川改修事業（修繕及び土砂撤去）
２河川、２箇所（修繕）
４河川、４箇所（土砂撤去）

浚渫工事実施例

実施後

実施前

改修工事実施例

実施後

実施前



水防災に関する説明会、出前講座を活用した講習会の開催

■防災こども塾の開催

■概要：
○岡山河川事務所職員に講師として来ていただき、水害リスクやハザードマップの説明をしていただい
た後、逃げキッドを活用したマイ・タイムライン作成の講習会を開催しました。

講習会受講の様子

■開催日時：令和3年8月7日 10：00～
■実施機関：和気町
■受講者：9世帯19人
■講師：岡山河川事務所職員

■防災研修会の開催

■開催日時：令和3年10月31日 18:00～
■実施機関：和気町、和気中学校
■受講者：和気中学校2年生 名
■講師：岡山地方気象台職員

■概要
○岡山地方気象台職員を講師として招き、修学旅行が中止となっ
てしまった中学2年生を対象に、防災講習会を開催しました。

37



円滑な避難行動や水防活動を支援するため、危機管理型水位計や量水標、
CCTVカメラの設置

■量水標、CCTVカメラの設置

表示画面（平成30年台風24号接近時）

【目的】
災害対策本部での避難勧告等の発令を定量情報を基に迅速に行うため、

村独自で村内２か所に夜間でも量水板を直接視認できる河川監視カメラ
を設置

【特徴】
○光ファイバーと商用電源を用いたカメラのため画像が鮮明

14:00頃
水位0.9ｍ程度

18:00頃
水位1.7ｍ程度

設置位置

設置位置２
新庄川と土用川の合流地点

設置位置１
土用ダム調整池
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水位計やライブカメラの情報をリアルタイムで提供

39

■避難行動や、水防活動に関する河川監視カメラの設置及び公開

河川監視カメラの増設及び防災システムとの連携について
【目的】

河川の水位状況を河川監視カメラ映像でリアルタイムで配信すること
により、水防活動体制や避難行動に活用する。
※令和３年度事業（吉井川水系河川の河川監視カメラ増設 ２カ所）

事業費 １０，０００千円
【画像配信】※公開イメージ
〇鏡野町ホームページ
〇鏡野町ケーブルテレビ

設置状況

【設置場所：吉井川水系】
町内７ヵ所に設置
・鏡野地域：薪森原、香々美、百谷

新設：２カ所（土居、入）
・奥津地域：井坂
・上齋原地域：上齋原

鏡野町役場 危機管理室に集中管理システム設置



水防災に関する説明会、出前講座を活用した講習会の開催
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■出張防災講座の開催

【地区防災マップ作り】 【小学校防災出前講座】

●出張防災講座
町内会、学校、幼稚園、保育園、婦人会、老人会、民生・栄養委員、放課後児童クラブ、地区こども会など
様々な団体組織に対して防災に関する啓発活動を行い、防災に関心を持っていただき、災害時での避
難行動が行えることを目的としている。

●実績
令和３年度 防災マップづくり（３地区） 、 小学校出張防災講座（２校）

 鏡野町内の地域、福祉施設、小学校を対象に、避難行動、ハザードマップ、備蓄品などについて
出前講座を行い、防災についての知識や備えについて啓発を行う。



勝央町

○ 消防団と連携し、町内中学校を対象に出前講座を行い、ハザードマップの活用方法や
避難情報などの防災知識の普及啓発活動を実施。

○ 自主防災組織を対象に、地区防災計画の取り組みについて、町内外の事例を基にした
講習会を開催し、迅速な避難行動につながる計画づくりの啓発活動を実施。

消防団と連携し、中学生を対象にした
防災講座の様子。ハザードマップ等を
参考に、避難行動フローや避難情報
について確認。

地区防災計画に関する講習会の様
子。
地区防災計画の取り組みが全町的
に広がるよう、町内外の事例を基に
した講習会を実施。

水防災に関する説明会、出前講座を活用した講習会の開催

■町内中学校、自主防災組織を対象とした啓発活動の実施
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円滑な避難行動や水防活動を支援するため、危機管理型水位計や量水標、
CCTVカメラの設置

■奈義町アプリで総合気象情報システムの情報を提供

■奈義町で独自に設置している気象観測器（3カ所）、アメダス、国土交通省が設置している気象観測
装置の計5カ所の観測情報等をアプリから町民が確認できるように情報提供を開始（令和3年7月から）
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円滑な避難行動や水防活動を支援するため、危機管理型水位計や量水標、CCTVカメラの設置

■雨量計、河川監視カメラの設置

【目的】

近年増加しているピンポイント豪雨に対応するため、谷筋毎に雨量計、水量確認の要所に河川監視カ
メラを設置し、情報を住民に広く公開し避難の自主判断を促す。また、下流側自治体に情報源として利
用してもらうことで、豪雨等被災時の情報提供の手間、問い合わせリスクを低減する。

【経緯と概要】
○西粟倉村には４つの谷筋（集落の無いものを除く）が存在し、ピンポイント豪雨の際は谷筋毎にその危険
度・影響度が異なる。
○これまで豪雨時の情報源は、住民：坂根雨量計（県所有）、職員：役場・大茅雨量計のみであり、ピンポイ
ント豪雨に対応できていなかった。
○今回の機器設置により、村内の集落全域をカバーするとともに、情報を広く公開し、住民が避難等を行う
ための判断材料を増やすことを目指す。
○雨量等データについては、防災のみでなく、農業や林業といった他分野での活用や、村内雨量データを
用いた新たな研究等といった活用を見込み、過去分も含めオープンデータ化を行う。

位置図
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円滑な避難行動や水防活動を支援するため、危機管理型水位計や量水標、
CCTVカメラの設置

■河川監視カメラの設置、HP上での公開

【概要】
旭川水系誕生寺川流域における大雨時の水位監視体制を、町内中央部、町内南部に設置する町内２箇所

の河川監視カメラで行っていたが、町内北部地点において越水等の被害が発生していることを踏まえ、県
指定重点水防箇所及び砂防河川との合流点付近へ、新たに監視カメラ１台を増設。合計３台体制とし、水
位監視を強化した。
なお、カメラのライブ映像は操作卓で操作可能。ホームページ上で公開も行っている。

カメラ新設地点 町内３箇所の水位を監視 町ホームページでライブ映像を公開

河川監視カメラの設置について

【カメラ映像掲載URL】

https://www.town.kumenan.lg.jp/living/bousai_bouhan/bousai/rivercamera/index.html
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内水の排水活動に資する基盤等の整備

■内水発生による被害の軽減、避難行動をスムーズに行うため、内水排水を行う排水設備
の設置

設置イメージ

排水設備内容

【目的】
河川水位の上昇により排水が出来なくなり内水が発生した場合の被害拡大を防止するため排水を行うポンプを

設置し被害の軽減を図る。

・吉井川：
設置６箇所
移動６箇所

合計：12設備

【設備】
○大型エンジンポンプ 150ｍｍ ６台（設置及び移動）

吐出し量 3.3ｍ３/min 全揚程 28ｍ 運転時間 3.0時間（満タン）
100ｍｍ ６台（移動式）
吐出し量 1.4ｍ３/min 全揚程 20ｍ 運転時間 2.0時間（満タン）

【管理】
○管理については地元自治会等へ依頼（・ポンプ点検、排水ゲート、保守他）

設置位置

訓練風景
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避難活動や水防活動を支援するための水防資機材等の配備

■情報伝達手段確保のためのIP無線機の整備

【目的】
災害時の災害対策本部と各避難所に配備した職員及び現場対応に当たる消防団員間における情報伝達手段の確保を図る。

【特徴】
・NTTドコモの通信網を利用（町域に限定されず全国で使用可能）
・画像の送受信可能（現場の状況把握が容易）
・全機動態管理による位置情報把握
・無線免許及びメンテナンスが不要（コスト低減）

【配備台数】
・職員用１２台
・消防団員用６３台
令和3年7月30日導入

【利用実績】
・令和3年6月1日
岡山県水害対応訓練で使用
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危険レベルの統一化等による災害情報の充実と整理
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■提供日時：令和3年6月17日
■実施機関：気象庁
■概要：線状降水帯の予測精度向上の取組を順次進め、線状降水帯による集中豪雨の情報を段階的に提供することで、国民ひ
とりひとりに危機感を伝え、防災対応につなげていく。

■線状降水帯に関する情報提供と予測精度向上

岡山地方気象台
Okayama Local Meteorological Office



水防災に関する説明会、出前講座を活用した講習会の開催
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■開催日時：令和3年12月24日 13：30～14：30
■実施機関：岡山地方気象台
■受講者：80名（津山市役所）
■開催場所：津山市総合福祉会館
■概要：
○市職員の防災意識の更なる啓発と、気象知識の更なる習得のため。
○地球温暖化の影響による最近の気象状況の変化や、
防災気象情報の取得や活用方法について説明を行った。

■受講を終えての受講者（津山市職員）の感想
○ 警戒レベルの考え方や、防災情報を知ることができるアプリにつ

いて学べたことが良かった。
○ 近年の異常気象により、自分たちの予想では大きく異なった状況

になる事が多く、故に対処が遅れる事が多くなってくると思うので
、常に専門家による気象予報を得ることを怠らないよう心がけて
いこうと思う。

○ 自然災害が増大している中で、災害時の対応をこれまであまり経
験したことがない職員が防災意識を高める意味でも必要性があ
るかと思いました。

■市職員の防災意識啓発、気象知識習得を目的とした説明会の実施

岡山地方気象台
Okayama Local Meteorological Office



教員を対象とした講習会の実施、小学生を対象とした防災教育の実施
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■開催日時：令和3年10月1日 9：30～10：15、 10：20～11：05
■実施機関：岡山地方気象台
■受講者：61名（小学４年生（59）と教員（2））
■開催場所：ノートルダム清心女子大学付属小学校
■概要：
○自然災害から人々を守るため、気象庁の取組（公助）の紹介と、個人の防災計画で大切なこと

（自助）について説明をおこなった。
○説明の後、クイズ（ワークシート地球温暖化による最近の気象状況の変化や、防災気象情報の

取得方法や活用方法について理解していただきました。

■小学生を対象とした防災教育の実施

岡山地方気象台
Okayama Local Meteorological Office


